
7月のTLG ＣＯＶＩＤ-19終息の兆し見えず

下の表でもわかるように、やはり若い人の感染が一気に増えてきました。軽症や無症状といった人も多くそれが

感染拡大の要因にもなっているようです。無症状で感染ということはCPRが陽性反応ということですから、検査数を

増やせば感染者はもっと増えるということ、すなわち、潜在的感染者（無症状で未検査の人）は非感染として町中を

移動しているということです。ということはやはり3蜜を避けて行動することが感染防止ということになります。それに

しても、日本の検査数はなぜこんなに少ないのでしょうか？アメリカでは1日40万人分の検査をしているようですが。

感染の内容をよく見ると当初と変わってきています

マスクと手洗い励行は

感染防止の基本です。



ワクチンや抗ウイルス薬の開発も進んでいます

200周年記念のピンバッチ

いま世界中で新型コロナウイルスの薬

の開発が行われています。 ただ、

安全性の確認に多くの時間がかかる

ようです。たくさんの治験者の症例で

副作用や効果の確認が必要ということ

ですが、症状や体質によって効果のあ

る薬が違ってくることもこのウイルスの

特徴です。また、アジア人に発症が

少なく、 欧米人に発症が多いのも

特徴で、民族で持っている抗体の

適合、不適合があるようにも思えます。

いずれにしても早く治療薬が開発され

一般の病気になってくれるといいと思

います。「のみすぎには太田胃散！」と

いう風になってほしいです。

「アメリカントラッド」の代名詞である紳士服の「ブルックスブラザース」が7月8日に連邦破産法11

条を申請して経営破綻しました。1818年から200年間、リンカーン、ケネディー、オバマ大統領

などにも愛用されていた紳士服ブランドで、日本にも青山や丸の内などで店舗展開していました。

とても着心地がよく私の体形にはあっていた（と自分では思っています）のでファンでしたが、

服装のカジュアル化やネット通販などで厳しい経営でした。そこへきてこの新型コロナで一気に

需要がしぼみ、倒産となったらしいです。これは日本のレナウンと同じです。

店内はシックで雰囲気もいいです

ブルックスの青山本店



家庭菜園 の続き 先月オクラの花がきれいと報告しましたが、撮影成功！

先月の報告 オクラの花の撮影に成功 いっぱい取れました．．．

オクラにこんなきれいな

花が咲くとは思いません

でした。

順調と思った家庭菜園でしたが．．．なんと7月は連続20日間の雨で太陽が顔を出しません。記録的な日照

時間不足。理由は梅雨前線の停滞．．．じゃなくて梅雨前線を停滞させる真の原因は？ ルミナスマインドで

「なぜなぜ分析」するとそこには明らかな理由が⇒コロナの影響だったのです。

これは7月15日現在のイラスト。

そのあと18日まで降り続きました。

原因は雨の神「トラロック」が

日本にいたから

これが「トラロック」

古代アステカの

「雨の神」

雨男が

原因じゃ！

真の理由

コロナで国内外とも出張禁止⇒

会長他雨男2名がルミナス出社⇒
そこに雨が降らないわけがない⇒
佐賀に出張に行けば佐賀は雨
来年の東京オリンピック時は
3人は海外出張命令が政府から出そうだね！

トマトは嫌いだけど

会長のトマトは

美味しそうだな？！

オクラ、です。

朝方きれいな

花が咲きます。


